
３年生が元気に茨城方面へ行きました。今年度は、３日

間貸し切りバスで移動し、訪問地の文化や歴史について檜原村との違いを知り、どう檜原村に生かせる

か学ぶために計画しました。この行事で学んだことを３月の学習発表会で披露します。
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「新型コロナウィルスの３つの顔（感染症）」
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11月2日（月）朝礼、実力テスト始(3)

3日（火）文化の日

4日（水）道徳（いじめ）

6日（金）実力テスト終(3)

10日（火）試験1週間前

11日（水）避難訓練、6時間授業

16日（月）専門委員会

17日（火）期末試験（国・社・技家）

4時間授業

十

一

月

予

定

18日（水）期末試験（英・美・保体）

4時間授業

19日（木）期末試験（数・理・音）

21日（土）5時間授業、弁当持参

23日（月）勤労感謝の日

24日（火）マラソン検診

28日（土）マラソン大会、4時間授業

30日（月）振替休業日

道徳授業地区公開講座道徳授業地区公開講座
今年度も、小学校との同日開催で道徳授

業を公開されました。中学校のテーマは
『主として集団や社会との関わりに関する
こと』～社会の参画、公共の精神～で、１学年「よりよい社会のために」、２学年
「美しいしきたり」、３学年「ともに生きる社会の実現」という主題で授業が行わ
れました。生徒は運動会の練習の最中、意欲的に取り組んでいました。

９月18日（金）５校時

９月22日（火）、東京都
中体連第八ブロック陸上競技大会が秋留台公園で
行われました。男子１・２年砲丸投げに出場した
１年Ｏ・Ｙくんが５位（記録６m39cm）、女子１・２
年走り幅跳びに出場した１年Ｎ・Ｙさんが７位
（記録４m04cm）に入賞しました。

陸上部大会結果陸上部大会結果

本年度も日本交通安全教育普及協会の方々に来て

いただいて、自転車シミュレータを活用した交通安

全教室が体育館で実施されました。各学年２名ずつ

体験し、自転車の交通規則を学んだり、危険を予測

することについて理解を深めることができました。

９月25日（金）
３校時

交通安全
教室

交通安全
教室

交通安全
教室

修学旅行修学旅行 ９月30日（水）～10月２日（金）

学校→ＪＡＸＡ宇宙センター→牛久大仏→亀城公園→筑波山温泉宿

宿→笠間工芸の丘（笠間焼き体験）→那珂湊おさかな市場→ひたち

海浜公園→アクアワールド大洗水族館→大洗温泉宿

宿→鹿島神宮→伊能忠敬記念館→佐原散策→学校

一日目

二日目

三日目

２，３年生、保護者の方々を対象とした進路説明会が行われ

ました。進路指導主任の田中教諭から、進路の選択にあたって

のお願いや都立高等学校の推薦入試・一般入試等、私立高等学

校の推薦入試・併願優遇、入試相談等についての説明が行われ

ました。３年生は、10月26日(月)から三者面談が始まり、進路

実現に向けた取り組みが本格化しています。

進路説明会進路説明会
１０月９日（金）

新型コロナウィルスの感染がいまだ収束する気配がありません。日本赤十字社のホームページに新

型コロナウィルスによる感染症には３つの顔があるという記事がありました。３つのうちの１つ目は、

「病気そのもの」です。感染した人と接触したり、ウィルスがついているものに触れたりすることで

感染することがわかっています。２つ目の顔は「不安と恐れ」です。このウィルスは目に見えないだ

けでなく、ワクチンや薬もまだありません。わからないことが多いため不安や恐れを感じ振りまわさ

れてしまうことがあります。私たちの不安は人をあおり、人から人へ伝染していきます。３つめの顔

は「嫌悪・偏見・差別」です。不安や恐れは、偏見や差別を生み出します。そして、人と人との信頼

関係や社会のつながりを壊していきます。この３つはつながっており、病気が不安を呼び、不安が差

別を生み、差別が更なる拡散につながるということです。

今、３つめの顔、感染症が問題になっています。医療従事者の方々が日夜努力し感染症と闘ってい

らっしゃいます。しかし、一方では医療従事者のお子さんが学校に行きづらくなる現状があるようで

す。また、感染した方が完治し家に戻ったあと、家から出られず人とも会えなくなったりして、ひど

い場合は引っ越しを余儀なくされている例もあるようです。原因はいずれも偏見や差別です。

第３の感染症を防ぐためには、「正しく、確かな情報を得る」ことを心がけることが大切です。と

もすると新型コロナウィルスの悪い情報ばかりに目が向きますが、その考えだけをもとに行動するこ

とが３つ目の感染症を広めています。それが先ほど述べたような偏見や差別を生みます。そうならな

いようにするために、確かな情報をもとに自分が今できることを増やすこと、周囲で差別的な言動が

あった場合には同調しないことです。多くの人が生活をするためにそれぞれの場所で頑張っています。

高齢者の方、またその家族、小さなお子さんがいる家庭、医療に従事している方のいる家庭。それぞ

れが感染しないように努力し、また、万が一の場合でも周囲に感染を広め

ないように努力しています。そのことを忘れずに人と接することが大切だ

と思います。人を疑い始めたらそこから人間関係は壊れていきます。とて

も、いやな世の中になっていきます。いじめのない社会を目指すためにも、

一人一人がそのような環境をつくらないように行動することが大切になっています。


